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１．開      会 

２．理 事 長 挨 拶 

３．議 長 選 出 

４．議事録署名人選出 

５．議      事 

【決議事項】 

第１号議案   令和５年度事業報告及び収支決算について------- P1～P16 

第２号議案   理事・監事の改選について ------------------- P17 

 

【報告事項】１．令和６年度事業計画及び収支予算について ----- P18～P21 

６．閉      会 
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第１号議案 

令和５年度事業報告および収支決算について 

 

Ⅰ.概況 

令和 5年 5月 8日に新型コロナの位置づけがインフルエンザと同じ 5類に移行することにな

り、コロナ前と同じような活動ができるようになりました。 

この間、会員数の減少傾向が続いたこともあり、今年度は会員同士の交流機会を増やすこ

とを活動方針として各委員会で検討を行いました。企業見学会や大崎市での交流会、納涼祭、

セミナーなど、多くのイベントを開催し、新入会員にも参加していただきました。 

梵天会は今年度 6 名が新たに加入し、会員数は 41 人となりました。3 月に開催した研修会

には大学や行政からのオブザーバーを含め 27 人に参加していただき、活発な議論がおこなわ

れました。 

 

【委員会活動】 

（１）政策委員会 

政策委員会は 2ヶ月毎に開催し、主に各委員会の活動計画や活動状況、今後の工業会の方

向性について議論を行いました。 

具体的な取り組みとして、今年度よりみやぎ産業振興機構が主催している「広域取引商

談会」に共催させていただき、受注側会員企業向けに参加費の一部を負担する取り組みを

行いました。今後も会員限定の取り組みを実施し、会員数の増加につなげたいと思います。 

また、全国規模の展示会に対して、より多くの企業が出展出来るよう、宮城県出展ブー

スの枠を拡げる提案を進めています。 

工業会サロンや交流会などで行ったグループ討議は、会員同士が情報交換する非常に良

い機会と好評であり、今後も継続していきたいと思います。 

県内の工業系大学生が地元企業に就職する支援を行う、ものづくりカレッジプロジェク

トについて議論し、みやぎ工業会として取り組むことで宮城県と合意しました。 

 

（２）交流推進委員会 

恒例となっている春と秋のゴルフ大会を開催したほか、コロナの感染防止のため中止し

ていた野球観戦や納涼祭を行いました。 

また昨年、石巻で開催した交流会でのグループ討議が好評だったことから、8 月の工業会

サロンや 10月に大崎市で開催した交流会でもグループ討議を行いました。 

今年 1 月の新春産学官交流大会は仙台国際センターを会場に、3 年ぶりに規制のない懇親

会を開催することができ、164名の方に参加していただきました。 
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（３）技術交流委員会 

技術交流委員会では、昨年度に引き続き、企業見学会、技術セミナー、ビジネスマッチ

ングなどの活動を行いました。 

企業見学会は、これまでコロナ禍の影響で中断を余儀なくされましたが、7月に再開し、 

①宮城県産業技術総合センター（電波暗室 10m法） 

②日本積層造形株式会社（金属 3D印刷機）、 

③キリンビール仙台工場（量産工程、品質管理） 

をそれぞれ見学しました。 

さらに、12 月にはキャンパス統合となった東北学院大学・五橋キャンパス、青葉山に設

置された次世代放射光設備（ナノテラス）を見学しました。 

技術セミナーは、「DX を AI で解決」など DX に係る AI 技術の活用についてセミナーを開

催し、ハード・ソフト両面からの理解を得ました。 

また、カーボンニュートラルに係るセミナーを 11 月開催で計画を進めましたが、講師の

調整がつかず次年度に改めて計画立案することとしました。 

ビジネスマッチングは、T-Biz とのマッチングを中心に進めましたが、取り巻く「支援施

策」や会員企業の支援内容などの整理が必要となり、進捗が停滞しています。次年度も引

き続き、T-Bizとの連携を深めながら取り組んでいきます。 

 

（４）情報委員会 

昨年発行した機関誌のレビューで、各委員会の活動を報告してはどうかとの意見があり、

MIAレポート 145号で各委員会の活動状況について写真と共に紹介しました。 

MIA レポート 146 号では情報委員が新会員を訪問し、写真撮影とインタビュー記事を作成

しました。 

このほか工業会のホームページの見直しを行い、スマートフォンからの閲覧を改善した

ほか、不要なバナーやトピックスの削除など、トップページのレイアウトを見やすく変更

しました。 

また会員名簿について協議し、これまでの紙での名簿は廃止し、Web での閲覧に一本化し

ました。 

 

（５）経営基盤委員会 

宮城県内の工業大学および工業高校から県内企業への就職率はかなり低く、これを改善

する手段について議論しました。 

対策として小学生、中学生、高校生向けの企業見学会および職場実習などを行い、企業

の魅力を理解してもらうことが効果的なのではないかとの結論となりました。 

また TSMC の生産が年内に予定されている熊本の状況報告をもとに、企業から積極的に学

校を訪問して魅力をアピールすることなどが提案されました。 

 

  



3 

 

 

（６）総務委員会 

会員数について、長期的に減少傾向にあることから、これまでの会員数推移を分析し対

策を検討いたしました。その結果、新会員に対するイベントや委員会への参加を働きかけ

て短期間での退会を抑制するほか、スタートアップ企業や、他地区からの進出企業に対し

て入会の働き掛けを行うべきとの結論となりました。 

また、今後の通常総会等の参加費用について検討いたしました。その結果、物価の高騰

により会場費などの開催に関わる費用が値上がりしていることや、他の団体の動向も踏ま

え、値上をすることにしました。 

このほか、マシンインテリジェンス研究会から提案のあった特別会員としての入会につ

いて検討をしました。その結果、情報の共有や双方のイベントへの参加が可能になるなど

のメリットがあることにより、入会することとしました。 

 

 

【受託事業・補助事業】 

（１）プロフェッショナル人材戦略拠点事業 

今年度はプロフェッショナル人材の成約数が過去最高の 350件となり、全国で 1位の実績

となり、河北新報にも記事が掲載されました。その背景として副業の企業開拓やデジタル

関連のニーズを把握したことなどが挙げられます。 

 

（２）みやぎ優れ MONO発信事業 

今年度は 7製品の応募があり、このなかからゼオライトを活用して上階からの音を低減す

る天井制振材など 4製品が認定されました。 

このほか認定企業や支援機関に参加していただいた「みやぎ優れ MONO 倶楽部」を開催し

たほか、ビジネスマッチ東北や、おおさき産業フェアなどの展示会に参加しました。 
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Ⅱ.会員状況 

今年度の入会は 6社、退会は 9社となりました。分析の結果、入会後１年から 5年以内に退

会する企業が多いことがわかりました。 

そこで新入会員には企業交流会や交流推進委員会に出席していただき、短期間で会員と交

流できるようにしました。 

また機関誌や MIAニュース、交流会での紹介などを通して会員企業に知ってもらえるよう努

めました。 

 

区分 令和４年度末 令和５年度末 増減 備考 

正会員 321 318 △3 入会 6社、退会 9社 

賛助会員 27 26 △1  

小計 348 344 △4  

顧問 13 13   

特別会員 16 16   

合計 377 373 △4  

 

【会員数推移】 
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内　　　　容 会　場 参加人数

第１回理事会 5月24日 ＜通常総会付議事項検討＞ 仙都会館 理事:２７名

　・令和4年度事業報告及び収支決算について（第1号議案） 監事:  ２名

　・理事の補選について（第2号議案） 委員長：３名

＜理事会決議事項＞

　・令和5年度事業計画及び収支予算について（第3号議案）

　・令和5年度通常総会の開催について（第4号議案）
通常総会 6月21日 ＜決議事項＞ パレスへいあん 総会

＊令和4年度事業報告及び収支決算について（第1号議案） 出席　82名

＊理事の補選について（第2号議案） 委任状 115名

＜報告事項＞ 議決権行使 44名

＊令和5年度事業計画及び収支予算について 合計 241名

第２回理事会 6月28日 ＜決議事項＞ パレスへいあん 理事:３２名

＊副理事長の補選について（第1号議案） 監事:  ２名

＊委員会活動の予算について（第2号議案）
第３回理事会 3月28日 ＜報告事項＞・令和5年度事業進捗及び収支実績見込み 仙都会館 理事:３1名

＜決議事項＞・令和6年度事業計画及び収支予算（第1号議案） 監事:  ２名

　　　　　　・新入会員の入会（第2号議案）
第１回常任理事会 5月9日 ＊技能五輪の招致について １４名

＊その他：常任理事会と政策委員会の位置づけ
第２回常任理事会 10月11日 ＊みやぎ産業振興機構との商談会連携について 戦災復興記念館 ８名

＊ビジネスチャンス・ナビの活用について
第３回常任理事会 2月7日 ＊ものづくりカレッジプロジェクトについて 戦災復興記念館 ７名

理事長・副理事長会 令和5年度は開催せず
■インピットセミナー 9月4日 ＊「はじめての『営業秘密』」 仙都会館 １３名

　　　(独)工業所有権情報・研修館　　飯塚 和央 氏
■AI技術セミナー 9月27日 ＊「製造業におけるAI技術の活用」 駅前のぞみビル １６名

　　　(株)クロスコンパス　代表取締役社長　鈴木 克信 氏

■東北学院大学 12月18日 ＊東北学院大学・五橋キャンパスの見学会 東北学院大学 １３名

　五橋キャンパス
ゴルフ大会 ＊みやぎ工業会ゴルフ愛好会主催

5月30日 春のゴルフ大会 杜の都ゴルフクラブ １９名

10月7日 秋のゴルフ大会 花の杜ゴルフクラブ １６名

第１回委員会 4月5日 ＊地方における補助金の活用促進（東北経済産業局） ２１名

＊石巻地区企業交流会の実施報告

＊今後の活動方針、常任理事会と政策委員会の位置づけ

第２回委員会 6月27日 ＊第3回理事会での質疑・意見交換報告 ２０名

＊みやぎ広域取引商談会について

＊展示会の出展ブースの枠拡大について（県への要望）

第３回委員会 8月9日 ＊梵天会・全体会議でのグループ討議報告 戦災復興記念館 ２０名

＊みやぎ産業振興機構との商談会連携について

第４回委員会 10月11日 ＊工業会サロンの実施報告 戦災復興記念館 ２５名

＊みやぎ産業振興機構との商談会連携について

＊会員アンケート、東北経済産業局の事業紹介

第５回委員会 12月6日 ＊県北地区企業交流会実施報告、工業会の会員推移分析 戦災復興記念館 ２３名

＊JSMCの県内誘致について

第６回委員会 2月7日 ＊新春産学官交流大会、梵天会研修会の実施報告 戦災復興記念館 ２２名

＊ものづくりカレッジプロジェクトについて

第１回委員会 4月19日 ＊令和5年度交流推進委員会の活動計画 １２名

＊各地区交流会、野球観戦、納涼祭・工業会サロン

第２回委員会 7月19日 ＊工業会サロン、納涼祭の開催について エルパーク仙台 ８名

＊県北地域の企業交流会の開催、人材の確保について

第３回委員会 10月26日 ＜新春産学官交流大会企画会議と合同開催＞ １３名

＊第62回新春産学官交流大会の開催について

＊会員アンケート結果：人材問題

第４回委員会 2月21日 ＊新春産学官交流大会、県北地区企業交流会の実施報告 戦災復興記念館 ９名

＊令和6年度事業計画

■野球観戦 7月26日 ＊楽天 vs 日本ハム（試合開始18:00） 楽天生命パーク宮城 １３名

　　デッキ席定員：16名 3塁側上段デッキ

■工業会サロン 8月24日 仙都会館 ２３名

新会員：9名

■納涼祭 8月24日 工業会サロン後の交流会も兼ねて立食形式の懇親会を実施 ３９名

（会場の定員は80名だったが、参加者は39名にとどまった）

■県北地区 企業交流会 10月31日 ＊意見交換会（非会員企業：1名、会員企業：19参加） グランド平成 ２０名

＊交流・懇親会（23名参加）

1月18日 ＊特別講演会「東北から宇宙へ」 仙台国際センター １９５名

　　(株)ElevationSpace　代表取締役CEO　小林 稜平 氏 講演会：178

＊第16回みやぎ優れＭＯＮＯ 認定式 懇親会：164

＊交流・情報交換会

第１回委員会 8月22日 ＊プロ人材取組説明：副業、兼業について ９名
＊小中高生向け企業見学会・職場実習について

第２回委員会 3月7日 ＊新春産学官交流大会、県北地区企業交流会の実施報告 仙台市民会館 ９名
＊経済産業関連施策について（東北経済産業局）

＊令和6年度事業計画

■表彰推薦 ＊令和6年度科学技術分野の文部科学大臣表彰創意工夫功労者賞

＊宮城県卓越技能者知事表彰（県の名工）

＊宮城県青年技能者知事表彰

新会員と理事長・副理事長、交流推進委員で、現状の課題や悩みごと
などをグループ討議形式で議論する懇談会を実施。

ホテルJALシティ仙
台

経
営
基
盤
委
員
会

推薦：１２名　受賞：７名

推薦：  ２名　受賞：２名

推薦：  ２名　受賞：２名

令和５年度　みやぎ工業会　事業・委員会活動報告            
事　業　名 ・ 日　付

生涯学習支援セン
ター

政
策
委
員
会

仙台市シルバーセ
ンター

交
流
推
進
委
員
会

理
事
会
・
総
会
・
役
員
会
議

仙台市シルバーセ
ンター

　　五橋キャンパス見学会

青葉区中央市民セ
ンター

生涯学習支援セン
ター

青葉区中央市民セ
ンター

共
通
事
業

■第62回新春新春産学官
交流大会
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内　　　　容 会　場 参加人数事　業　名 ・ 日　付

第１回委員会 4月12日 ＊令和5年度活動計画 エルパーク仙台 １０名

＊DX推進（MIA倶楽部）、企業見学会の検討、ビジネスマッチ

第２回委員会 7月5日 ＊企業見学会の実施報告、反省点など １０名

＊MIA倶楽部の進め方について

＊T-Bizとのビジネスマッチング

臨時開催 9月21日 ＊カーボンニュートラルに関する東北経産局との打合せ ７名

　　技術交流委員：3名、事務局：1名、東北経産局：3名

第３回委員会 10月24日 ＊カーボンニュートラルのセミナーについて エルパーク仙台 １１名

＊みやぎ工業会サロン、人材問題

＊ナノテラス見学会、インボイス対応の領収書

第４会委員会 2月14日 ＊新春産学官交流大会の実施報告 １０名

＊令和6年度活動計画

■県内企業見学会 7月4日 【見学先】・産業技術総合センター見学会（10m法電波暗室等） 3社見学 １８名

　　　　　・日本積層造形(株)、キリンビール （１２社）

■MIA倶楽部 7月25日 ＊「DXをAIで解決」 １２名

　　　(株)ミヤックス　代表取締役社長　高橋 蔵人 氏

■ナノテラス見学会 12月21日 ＊東北放射光ナノテラスの見学会 東北大学青葉山 １６名

　　会員：11名、非会員：4名、事務局：1名 東北放射光施設

第１回委員会 5月17日 ＊MIAレポート144号（3月末発行）のレビュー １２名

＊MIAレポート145号（10月末発行予定）のコンテンツ検討

＊会員アンケート、その他

第２回委員会 8月30日 ＊工業会サロン実施報告 ８名

＊MIAレポート145号（10月末発行予定）のコンテンツ案

＊会員アンケート案（9月実施予定）

第３回委員会 11月9日 ＊MIAレポート145号（11月発行）のレビュー エルパーク仙台 １１名

＊工業会ホームページの見直し

＊その他、県北地区企業交流会、PSMCの進出

第４回委員会 11月9日 ＊新春産学官交流大会 実施報告 戦災復興記念館 １０名

＊MIAレポート146号のコンテンツ検討

＊会員名簿の廃止、工業会HPの見直し

■機関誌 MIA REPORT １４５号発行 ＊理事長挨拶 11月17日発行

＊通常総会特別講演「ユーザーイン経営」 　1,100部

　　アイリスオーヤマ(株)　代表取締役会長　大山 健太郎 氏

＊県内企業見学会、新会員インタビュー（3社）

＊会員アンケート結果、委員会紹介

■機関誌 MIA REPORT １４５号発行 ＊理事長挨拶 3月28日発行

＊産学官交流大会 特別講演会「東北から宇宙へ」 　1,100部

　　(株)ElevationSpace　代表取締役CEO　小林 稜平 氏

＊新会員インタビュー（3社）、委員会紹介

＊みやぎ優れMONO認定製品の紹介ほか

第１回委員会 5月16日 ＊委員長、副委員長の選任 ８名

＊令和5年度第1回理事会、通常総会の付議事項の審議

　　令和4年度収支実績報告、令和5年度収支予算等、

＊事務局の負担軽減策（イベント参加費の事前振込）

第２回委員会 8月7日 ＊工業会の会員数推移と分析についｙて 戦災復興記念館 ９名

＊工業会サロン、納涼祭の開催について、その他

第３回委員会 11月15日 ＊工業会の会員数推移への対応 エルパーク仙台 ７名

＊新春産学官交流大会、県北地区企業交流会の開催について

＊その他、インボイス対応の領収書発行について

第４回委員会 3月21日 ＊令和5年度第3回理事会の付議事項の審議 ８名

　　令和5年度収支実績見込、令和6年度収支予算等、

＊役員改選について

＊通常総会の講演会、熊本出張報告

全体会議 7月28日 ＊令和4年度事業報告、令和5年度事業計画 仙都会館 ２６名

＊梵天会運営規則の制定 内入会候補：4名

＊第2部グループ討議：「梵天会にもとめるもの」

　　「梵天会の会員を増やすには」「工業会への提言」

大交研・神戸大会 11月17日 ＊第57回大都市青年経営者交流研究大会 神戸大会 梵天会：7名

11月18日 　　講演会：同志社大学 教授　村田 晃嗣 氏

　　懇親会、ナイトツアー

　　エキスカーション：ゴルフ／地域見学（2lコース）

役員会 12月20日 ＊梵天会への支援に関する県への要望について １２名

＊その他

第1回研修会 12月20日 ＊「宇宙ビジネスの現状と参入機会」 ３８名

　　　Space BD(株)　事業開発エンジニア　星野 洋介 氏

＊「物体表面の流れの科学による次世代輸送機革新」

　　　東北大学流体科学研究所　助教　焼野 藍子 氏

第2回研修会 3月22日 ＊「宮城県新産業振興課による支援策紹介」 仙都会館 ２８名

　　　宮城県経済商工観光部新産業振興課　　長岩 功 氏

＊「東北に移民は必要か？」（グループワーク形式）

　　　東北大学経済学研究科　教授　小田中 直樹 氏
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監査報告書 

 

一般社団法人みやぎ工業会 

理事長 鎌田 充志 殿 

 

 令和５年度の一般社団法人みやぎ工業会の決算関係書類ならびに関係帳票・帳簿を監査いたしま

した結果、正確かつ適正に処理されたことを認めます。 

 

 

令和６年５月１７日 

 

 

監事  松本 浩  ㊞ 

 

監事  菅野 直  ㊞ 

 

 

 

 

 

 



第２号議案

（敬称略）

No 職名 社名 会社職名 氏名 備考

1 理事 アイリスオーヤマ(株) 会長室　室長 浅野　秀一

2 理事 (株)旭商会仙台店　 代表取締役 和田  剛和 新任

3 理事 安住電機(株)　 代表取締役社長 安住　徹 新任

4 理事 岩機ダイカスト工業(株) 代表取締役会長 鎌田　充志

5 理事 (株)岩沼精工　 代表取締役社長 千葉　厚治

6 理事 ＮＥＣプラットフォームズ(株) 事業部長代理 安田　竜裕

7 理事 (株)エヌエス機器　 代表取締役 阿部　秀敏

8 理事 河北ライティングソリューションズ(株) 代表取締役 今野　康正

9 理事 加美電子工業(株) 代表取締役社長 早坂　宜晃

10 理事 北日本電線(株)　 常務取締役 三國　俊晴

11 理事 工藤電機(株) 代表取締役 引地　智恵

12 理事 弘進ゴム(株)　 取締役執行役員 亘理工場長 大槻　賢

13 理事 産電工業(株) 代表取締役 髙橋　昌勝

14 理事 三洋テクニックス(株)　 代表取締役社長 浅野  公隆

15 理事 (株)仙台ニコン　 人事・総務部長 中島　明 交代

16 理事 (株)千葉出版印刷 代表取締役 千葉　貴之

17 理事 通研電気工業(株) 取締役社長 管野　秀幸

18 理事 (株)トインクス　 常務取締役 油井　公義 交代

19 理事 (株)東栄科学産業　 代表取締役 山城　智万

20 理事 東通インテグレート(株) ビジネスコンサルタント事業部長 川島　国樹

21 理事 東北計器工業(株) 常務取締役 営業本部長 小西　誠一

22 理事 東北工業大学 参与兼研究支援センター　事務長 守　和彦

23 理事 東北電機製造(株)　 生産統括本部 設計本部長 若木　幸司 交代

24 理事 東北電子工業(株)　 代表取締役社長 渡邉　篤

25 理事 東北電子産業(株) 代表取締役社長 山田　理恵

26 理事 東北電力(株)宮城支店　 副支店長 木村　一郎

27 理事 東洋刃物(株) 代表取締役社長 大石　純一郎 交代

28 理事 (株)トーキン 代表取締役執行役員社長 片倉　文博

29 理事 迫リコー(株) 取締役 生産本部長 佐藤　修

30 理事 (株)富士精密　 代表取締役社長 鈴木　大介

31 理事 プラスエンジニアリング(株)仙台事業所 取締役事業所長 浅野　謙一郎

32 理事 (株)プロスパイン　 代表取締役 渡部　竜也 新任

33 理事 (株)堀尾製作所　 代表取締役 堀尾　正彦

34 理事 丸繁(株)　 代表取締役社長 大竹　一也

35 理事 三ﾂ引興業(株) 代表取締役 三河　謙

36 理事 明治合成(株) 代表取締役 片瀬　弥生

37 理事 ヤマセ電気(株)　 代表取締役社長 菱沼　厚

38 理事 リコーテクノロジーズ(株)　 プロダクト事業本部 エキスパート 福本　孝

39 理事 ＜個人会員＞ みやぎ工業会 特任顧問 白幡　洋一

40 理事 ＜個人会員＞ 青沼　廣利

41 監事 新東北化学工業(株)　 代表取締役社長 松本　浩

42 監事 バイスリープロジェクツ(株)　 代表取締役 菅野　直

－ 理事・監事の改選について －

令和６・７年度役員候補者

17



18 

 

【報告事項】 

令和６年度事業計画及び収支予算について 

 

【基本方針】 

少子高齢化や大学への進学率上昇により、地元の高校生や大学生の採用が難しくなってい

ます。このような状況の中、台湾の半導体ファウンドリである PSMCが 2027年の生産開始を目

指して宮城県に進出することになりました。これにより新卒の人材採用がさらに難しくなる

だけではなく、従業員の離職や人件費の高騰も懸念されることから、人材に関する情報共有

と具体的な活動について取り組んでいきたいと思います。 

その一方で、半導体関連の事業をおこなっている企業や、この分野への進出を検討する企

業への情報提供にも取り組みたいと思います。 

また今年度から、県内大学生の地元企業就職を支援する「ものづくりカレッジプロジェク

ト」を宮城県から受託することになり、大学生の地元企業への就職支援に取り組みます。 

 

【委員会活動】 

（１）政策委員会 

各委員会の活動状況を把握し、適切にアドバイスをおこなっていきます。みやぎ産業振

興機構が主催する広域取引商談会へ受注企業として参加する会員に参加費の補助をおこな

ったところ、多くの企業から申し込みがありました。今後も継続することで会員企業の支

援を行いたいと思います。 

またものづくりカレッジプロジェクトが今年度からスタートすることから、進捗状況を

確認しながら適切なアドバイスをおこなっていきます。 

 

（２）交流推進委員会 

恒例となっている春と秋のゴルフ大会を開催するほか、工業会サロン、納涼祭、交流会

などのイベントを開催し、会員同士の交流の機会を提供していきます。 

また梵天会の会員も増えてきたことから、梵天会と工業会の会員同士の交流会なども検

討したいと考えています。 

 

（３）技術交流委員会 

DX など先進的な手法を導入している企業を対象に、仙南地域での県内企業見学会を開催

する計画を進めています。またここ数年開催できなかった県外企業見学会についても検討

したいと考えています。 

またカーボンニュートラルや AIなどのセミナーについても、開催を検討します。 
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（４）情報委員会 

昨年行ったホームページの見直しでは不要なバナーの削除やスマホでの閲覧など、限定

的な修正にとどまりました。今年度は、会員企業の情報発信なども行えるようなホームペ

ージに見直していきます。 

また機関誌 MIAレポート 145号、146号の企画編集に取り組みます。 

 

（５）経営基盤委員会 

ものづくりカレッジプロジェクトでは 3年生に対するインターンシップが重要な役割を果

たすと想定されることから、企業の立場で効果的なインターンシップのあり方について検

討していきます。 

また 1 年生の企業見学や講演会、2 年生の企業研究などについても検討し、ものづくりカ

レッジプロジェクトを支援します。 

 

（６）総務委員会 

定時総会に上程する案件について事前確認を行い、適切な内容になるよう修正します。

また会員数の推移について分析し、増減の要因を把握するとともに施策を立案します。 

多くの会員企業では今でも人材不足が課題となっていますが、大規模半導体工場の進出

に伴い人材不足の拡大が懸念されており、このような状況は人材紹介会社にとってビジネ

スチャンスになると考えられます。 

今後、実績のない人材紹介会社からの入会申込が予想されますが、入会承認にあたって

は十分な審査を行ってまいります。 

 

 

【受託事業・補助事業】 

（１）プロフェッショナル人材戦略拠点事業 

これまでのプロフェッショナル人材の採用促進に加え、半導体関連企業へのプロフェッ

ショナル人材のマッチング促進が追加されました。県内に進出する半導体関連企業の人材

ニーズをタイムリーに把握し、人材紹介を推進します。 

 

（２）みやぎ優れ MONO発信事業 

第 17回みやぎ優れ MONO認定に向け、認定候補の発掘に取り組むほか、認定に向けた支援

を行っていきます。 

 

（３）ものづくりカレッジプロジェクト 

県内の工業系大学の学生に対して、県内企業への就職を支援する活動を行います。本格

導入は令和 7年度となるため、今年度は講演会の開催や参加してくれる企業開拓のほか、イ

ンターンシップの進め方について成功事例なども参考にして取り組みます。 

 

 






